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シェアサイクルポートを設置しました！ 

～来庁者や地域住民の利便性向上に向けて～ 

 

概要 

  庄内川河川事務所は地下鉄鶴舞線「庄内通」まで徒歩 20 分超、名城線「黒川」まで徒歩 30 分 

超と最寄駅から遠く、近隣バス停は 1 時間に 1～2 本程度と来庁者のアクセス手段が限られていま 

したが、本取組により、来庁者のアクセス改善を図るものです。 

  また、門扉外に設置していることから、近隣の方々が利用することが見込まれ、地域としてサイ 

クルネットワーク（自転車利用）の向上が期待されます。 

 あわせて、事務所に勤務する職員にとっても通勤や外出時等の利便性向上に繋がり、満足度向上、 

国土交通省 CX（組織変革）の一助となることが想定されます。 

   

１．サイクルポート設置管理 

  名鉄協商株式会社「カリテコバイク」 

   国有財産の使用許可制度（※）を活用し、公募により決定 

   ※国が事務・事業を遂行するための行政財産について、その用途又は目的を妨げない場合に、 

一定の条件のもと使用を許可する形で利用を可能（有償）とする制度 

２．設置場所及び設置台数 

別紙のとおり 

  ３．運用開始日 

    令和８年５月１日（金） 

４．配布先 

中部地方整備局記者クラブ 

 
 
 
 
 
 

庄内川河川事務所では、来庁者や地域住民の利便に資すること等を目的に、敷地内

（門扉外）にシェアサイクルポートを設置しました。 

敷地内へのサイクルポート設置は、中部地方整備局としては、初めての取組であり、

公共施設としての価値向上が見込まれるとともに地域ニーズに応じた利活用も期待され

ます。 

【問い合わせ先】 庄内川河川事務所 副所長   笹山
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シェアサイクル導入について
サイクルポート設置で来庁者・地域住民の利便性向上を！

・名古屋市内なのに最寄駅から遠い・・・
・バス停があるが本数も限られている・・・
・来庁者のアクセス手段が限られている・・・
・コンビニ等も事務所の近くにはなく不便・・・

別紙

地域内に複数のサイクルポートを設置し、どこでも自転車を
借りることができ、返却することができるシステム
借りるのも返すのも、スマホひとつあれば完結

都市の新たな移動手段として、日本国内の多くの都市で導
入が始まっている

サイクルポートがあれば、好きな場所に乗り捨て可能な点が
最大のメリット

シェアサイクルとは

来庁者のアクセス改善
地域への貢献
公共施設としての価値向上
環境負荷の低減
職員の通勤や外出時等の利便性向上 等

【 庄内川河川事務所の周辺状況 】

鶴舞線庄内通駅まで
徒歩約21分

【 設置前 】 【 設置後 （期待される効果） 】

名城線黒川駅まで
徒歩約35分

シェアサイクル 「カリテコバイク」 設置状況
※サイクルポート５台を設置
※令和８年５月１日運用開始

※門扉の外に設置しているため
近隣の方々が利用可能！

※利用するためにはアプリの登録
が必要です（アプリから利用可能
自転車台数やバッテリー残量、
20分前の予約等が可能です）。

設置場所 （上から見た庄内川河川事務所）

近隣バス停まで徒歩約7分
1時間に1～2本程度


